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論  文  内  容  の  要  旨 
 
悪性腫瘍の新規治療法として、癌細胞のみにウイルスが感染、増殖し、細胞を破壊する腫瘍溶
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カーとして CK14 を選択した理由、また他の CK の染色の有無について、3)CD4 陽性 T 細胞の発現に
関して他の文献での結果について等、計 4 項目の質問があった。副査の高橋教授より、1)分離した細
胞株の免疫染色の有無について、2)HF10 が腫瘍細胞特異的に増殖するメカニズムについて、また
NMOC1 細胞の RAS の免疫染色の有無について、3)治療後残存した腫瘍における Nectin1,HVEM の発
現を評価したか、4)死亡後のマウスの多臓器の解剖・病理学的評価の有無について、5)HF10 投与の
タイミングについて等、計 11 項目の質問があった。副査の稲垣教授より、1)4NQO 局所注射の短所
について、2)Vimentin に対する免疫染色について、3) Nectin1, HVEM の体内での発現部位について、
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